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つようになりました。ネットワーク

アーキテクチャーというと、大変分

かりにくいと思います。昔、大学院

にいた頃は、ネットワークのことに

はあまり興味がありませんでした

し、ネットワークアーキテクチャー

とはどんな研究分野かということも

考えたこともありませんでした。入

社当時は、良いデバイス、部品があ

れば性能の高いシステムができる。

良いシステムがあれば、それを繋げ

ば良いネットワークができるのでは

ないかといった漠然としたイメージ

しかありませんでした。

―デバイスやシステムが重要だと思

っていた…。

佐藤 実際に使われているネット

ワークがどのようになっているかを

知らないと、良いシステムやデバイ

スの要求条件も分からないというこ

とが、実際に携わって初めて分かり

ました。それと、一つの技術項目だ

けでなく、全体を見渡すような仕事

をやってみたいという強い想いがあ

りましたので、希望してネットワー

クの研究部門に移してもらいまし

た。ネットワークについて自分で勉

強したり研究するなかで分かってき

たのは、アーキテクチャーの重要性

です。例えば、家やビルを立て、新

佐藤 私の経歴を話しますと、大

学時代には、青色発光ダイオードの

実現を目指して結晶成長と光物性に

チャレンジしていました。そして、

NTTに入社した時には、随分悩み

ましたけれど、昔から光通信に興味

があったこともあって、光通信シス

テムの部門を希望しました。しばら

く、光通信方式とか光伝送システム

の研究を進めるうちに、それが使わ

れるネットワークについて興味を持

―佐藤フェローはネットワークアー

キテクチャーの専門家で、特に、フォ

トニックネットワークの先駆的研究開

発で世界的な成果をあげていらっしゃ

います。ネットワークアーキテクチャ

ー研究との出会い、興味を持ったきっ

かけ、その面白さなどを教えてくださ

い。
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しい町や都市を作る

ことを考えてくださ

い。家を建てるため

には、良い部材や

個々の設備が重要で

す。しかし、これだ

けでは“良い家”は

できません。どうい

う家を建てるかとい

う思想があって、初

めて良い家ができる

わけです。そして、

良い家やビルを並べ

れば、“良い都市”が

できるかというとそうではなくて、

やはりどういう都市にするかという

思想がなければなりません。ネット

ワークやアーキテクチャーも、都市

計画や都市設計と同じです。

ネットワークやアーキテクチャー

の研究には、あるシステムの特性と

いったことだけではなく、より広い

視点から物事を理解することが必要

で、これにより将来の進むべき方向、

開発すべき流れなどが見えるように

なるのは面白いですね。また、本質

的なところを理解していないと、次

のステップに踏み出せません。難し

いですが、そこが魅力ともいえます。

すなわち、技術的な物事の動向を見

るときには、常に本質は何かという

ことに注意を払うようになります。

―佐藤フェローは、ATMからフォト

ニックへ分野を転換されたと聞いてお

ります。大きな要因は何でしょうか。

佐藤 ATMからフォトニックに転

換したという意識は、それほどあり

ません。もともと、NTT研究所に

入社した時は光通信をやっていまし

たし、ATMの研究開発が一段落し

た後は、ATMではできない部分、

将来のエンド－エンドでの大容量化

を考えれば、高いポテンシャルを持

つフォトニックは極めて自然な流れ

でした。W D M（W a v e l e n g t h

Division Multiplexing：波長分割

多重）の重要性については比較的早

い時期、1990年代の初めから認識

していました。WDM自体はポイン

ト－ポイントの技術ですが、それを

ネットワーキングに発展させれば、

新たな領域が開けてくる。すなわち、

アーキテクチャー的に見れば自然な

発展です。先程述べましたように、

基は光通信システムをやっていまし

たので、光のポテンシャルも、限界

も判っていましたし…。

―着想の原点や先駆的研究者ならで

はのご苦労などを教えてください。

佐藤 新しい方向の流れを作るの

は一人ではできません。特に、アー

キテクチャーやネットワークという

のは、自分が発想したアイデアなり

コンセプトを実現するためには、そ

れをみんなに理解してもらい、賛同

してもらわなければなりません。そ

して、標準化を含めて多くの人と協

力してその流れを作っていかなけれ

ばなりません。その課程で、NTT

の研究所という世界でも有数の研究

拠点にいて、幅広い観点から技術を

実証し、世界を牽引する流れを作り

得たことは、私にとって幸せなこと

でした。苦労したのはやはり標準化

です。

ATMの時もそうでした。当時、

ベルコア（ B e l l c o r e ： B e l l

Communications Research, Inc、

現Telcordia Technologies）が、私

達の提案したバーチャルパスの概念

に反対しました。理由は、当時ベル

コ ア が 進 め て い た S M D S

（Switched Multimegabit Data
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ATMからフォトニックへの展開は
自然の流れ－苦労した国際標準化－

写真1 NTT研究所が開発した世界初のフォトニックMPLSルータ

プロトタイプ 2001年のスパーコムで動態展示



ットワークのおかげともいえます。

このようなインフラが整備されて

くると、端末技術の進展と相俟って

新しいサービスもブレークします。

現在のビデオは、放送主体で大きな

通信サービスとはなり得ていません

が、最近の液晶テレビやプラズマデ

ィスプレイ技術の進展による大画面

化が進展すると、自然に高画質への

要求が高まり、高精細（HD）、さ

らにはその上をいく 2000本の走査

線の超高精細（SHD）映像への需

要も急速にでてくると思います。こ

のような、従来の通信に比べて何桁

も大きい帯域の需要が多くの家庭で

生じれば、それを低コストで実現す

る手段は、フォトニックネットワー

ク技術のほかにはありません。すな

わち、次の５年以内にこのような状

況が顕著になってくると思います。

FTTHでいうと、日本は世界でも

っとも進展した国であり、アメリカ

でも最近その動きが加速されていま

す。このような状況においては、フ

ォトニックネットワーク技術のさら

なる発展に向け、これまでの技術の

優位性を活かして、次のステップに

向けてますます発展・加速させてい

くことが重要だと考えています。

―日本のブロードバンドは世界的に

みて、コスト、性能などの点でトップ

レベルにあると思います。さらなる普

及に向け、何が一番大切だと思われま

すか。

佐藤 日本のブロードバンドは、

今述べたように、その性能、料金の

面からみても、世界を大きくリード

しています。鶏と卵の関係のように、

インフラが先かサービスが先かとよ

くいわれますが、私はインフラが先

だと思っています。そういう土台が

あって、サービスを支える端末や映

像技術が進展すれば、必然的に新し

いサービスがでてくると思っていま

す。重要なことは、FTTHが進展し

ていますので、さらなる普及に向け

ては、前述したような、映像を中心

とした新たなサービスの開発が重要

です。繰り返しになりますが、端末

の大画面化の進展、そのコストの低

減などとも密接に絡んでいますが、

現在着実に条件が整いつつあると考

えています。

しかし、現在のバックボーンネッ

トワークは、現状のトラフィックを

ベースに構築されていますので、映

像サービスが普及すれば、将来的に

は１桁～２桁増えることから、今の

段階で次の世代のフォトニックネッ

トワーク技術に取り組むことが重要

だと思います。

―帯域の増加率はどのくらいとみて

いますか。

佐藤 FTTHの普及によって帯域

は年率2.5倍で増加するとみていま

す。2.5倍というのは３年で１桁、

７～８年で２桁増えるわけです。こ

れは、既存の技術で対応していたの

ではコストは下がりません。リンク

部分はそれなりの大容量化ができて

いますが、特にノード部分をいかに

効率化するかということで、新しい

システムやデバイスを含めた次世代

Service）というサービスに、ATM

ヘッダのビットを使用したいという

のが、大きかったのですが、標準化

の課程では一人でベルコアに議論に

行き、朝から7～8人の研究者を相

手に午後まで議論し、終わった頃に

はぼろぼろに疲れていたのを思い出

します。

―今日のフォトニックネットワーク

の普及は、10年前では予想が難しかっ

たのではないかと思います。普及する

に当たっての大きなブレークスルーは

何だったのでしょうか。また現在、電

話網からIP網への歴史的大転換期にあ

りますが、フォトニックネットワーク

研究の果たしてきた役割と、今後の展

望、海外の状況などを教えてください。

佐藤 確かに10年前には、今日の

ようなWDMをはじめとする光技術

の急速な進展は、予想が難しかった

といえます。しかしこれは、IPの

進展速度についてもいえます。

Webブラウザの機能が作られたの

も、1990年代の初めですが、その

頃に今日のようなインターネットの

普及とADSLやFTTHによる高速

インターネット接続を予測した人は

誰一人いませんでした。すなわち、

フォトニックネットワーク技術の発

展は、この IPの進展と切っても切

れない関係にあります。別の言い方

をすれば、これだけ急速にインター

ネットが普及し、そのブロードバン

ド化も進展しているのは、正にフォ

トニック技術によるバックボーンネ
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今の時点で、次世代のフォトニック
ネットワーク技術の開発に注力すべき

フォトニックネットワーク技術は、
IPの進展に相関して発展



のフォトニックネットワーク技術が

必要になります。

―ネットワークアーキテクチャーの

専門家として学会などで各国の研究者

と接する機会も多いと思いますが、北

米や欧州の研究開発スタンスや進め方

に何か特徴があれば教えてください。

佐藤 通信に関しては北米はやは

りビジネス中心で、1999年くらい

にピークを迎えたバブルの影響（後

遺症）が顕著です。通信関連の研究

開発は、まさにそのバブルの成長と

崩壊とに合わせて大きな影響を受け

ています。バブルの頃には、まった

くわけのわからない技術でお金を集

めたベンチャーなども極めて多かっ

た。1996年か1997年のスーパーコ

ムという展示会では、「世界で初め

てアインシュタインの相対性理論を

応用した通信方式」などという怪し

い宣伝と展示がありました。その後、

バブルの崩壊とともに、多くの技術

者、研究者が職を失いました。しか

し国としては、その状況を補うべく

NSFを中心にフォトニックネット

ワーク技術関係の次の世代に向けた

基礎的な技術の種を確保、促進しよ

うとしています。

一方、ヨーロッパももちろんバブ

ルの影響を受けていますが、ヨーロ

ッパはもともと基礎的な技術をじっ

くり研究するとうい伝統が強く、そ

の意味ではアメリカほどには基盤的

な研究に関してはバブルの影響は大

きくなかったといえるかもしれませ

ん。着々と研究を進めているといえ

ます。

―NTT研究所との比較ではいかがで

すか。

佐藤 キャリアの研究所で現在存

続している大規模な研究所の筆頭

は、NTT研究所です。今や世界で、

NTTのような強力な技術者集団を

持っているところはありません。そ

れだからこそ、世界を牽引するよう

な次世代技術の開発に取り組み、差

異化を図っていけるのがNTTの強

みだと思います。

―それを放棄してしまったのが、

AT&Tであり、BTですね。

佐藤 そうなると、物を購入して

くるだけになり、他のキャリアとの

区別がつき難くなります。そうでは

なくて、次の世代の新しい分野を切

り拓いていくためには、やはり技術

者集団というのは非常に重要です。

―大学についてはいかがですか。

佐藤 米国は、よくいわれている

ように、産学連携が非常に密ですね。

それからヨーロッパも同様です。日

本は、それに比べて少し弱いところ

があります。ただ最近では、情報通

信研究機構（NICT）が運営する

JGN（Japan Gigabit Network）の

テストベッドに見られるように産学

連携が活発化し始めています。この

ような動きは、非常に良いことだと

思います。

―佐藤フェローの夢をお聞かせくだ

さい。

佐藤 私は、昨年NTT研究所から、

大学に移りました。当然、企業の研

究所と大学の役割は異なるわけで

す。冒頭でお話ししましたが、私が

アーキテクチャー的なものに興味を

持って研究を進めていくうえで必要

なことというのは、“本質は何かを

見抜く”ということでした。そうい

う訓練ができていれば、分野が多少

違っても、大きな流れを作っていく

ことができると、自分自身の経験か

らも思っています。こういった思い

を踏まえ、大学で若い人たちを育て

ていく中で、私の研究室を巣立った

研究者、技術者が、おのおの世界で

活躍する事はもちろん、フォトニッ

ク（あるいはもっと範囲が広がって

構いませんが）の分野を牽引する、

さらには新しい分野を切り拓いてい

ってくれる、そんな人材を数多く育

てることができればというのが一つ

の夢であり、それができれば私にと

って大きな喜びだと思っています。

また、大学では大きな開発を行う

ことができませんが、フォトニック

ネットワーク技術に関して日本が将

来に渡って世界を牽引するための、

将来の発展の源流を作ることが重要

だと思っています。その実現に向け、

産、官、学の連携を最大限に活かし

ながら、将来の人材の育成も含めて、

この領域で貢献していきたいと思っ

ています。

―最後に若い研究者に対するメッセ

ージを一言お願いします。

佐藤 まず自分が何をやりたいか

を深く考え、明確にして、それに向

かって信念を持って進むということ

が非常に重要だと思います。

―本日は有り難うございました。
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フォトニックネットワークの将来の発展
の源流を作ることに貢献したい


